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 社会科学研究所の 2016 年度春季実態調査が、「釜山―対馬―福岡の経済圏と悠久の歴史」を
テーマに、福岡―釜山超広域経済圏の実態を把握するため、韓国釜山市、並びに昌原市、対馬





 この度の実態調査は、3 月 15 日（水）に、まず釜山市の北西に位置する、韓国昌原市（チャ
ンウオン）の現地商工会議所の訪問からスタートした。昌原市商工会議所では Research and 
Public Relations Team Manager の Koo Kyong-Ryu 氏 から、昌原商工会議所の役割や現状の活動
に関し、資料に基づき詳細な紹介と説明を受けた。 
昌原市は韓国東南部に位置し、韓国最大の基礎自治体の中の一つで、現在の人口は 110 万人







同商工会議所の資料によると、2016 年全韓国の GRDP（Gross Regional Domestic Product）は
$1.3trillion であるが、昌原市の GRDP は$33billion で、ソウル、釜山、蔚山、仁川、大邱などに
次ぎ第 6 位である。また輸出では韓国全体で＄527billion であるが、昌原市は＄18 billion で第 4
位である。ちなみに 2014 年時点での昌原市の輸出額は 183 億ドルで、釜山 147 億ドル、大邱
78 億ドル、光州 162 億ドル、大田 47 億ドルより多く、GRDP でも 33 兆ウオンで、大田 30 兆
ウオン、光州 28 兆ウオンを上回った。また Changwon National Industrial Complex に属する企業
数は 1980 年度 118 社であったが、2015 年度では 2,573 社に増加している。2013 年の全国製造
業 1000 社の各市と道別売上割合でも、昌原の企業数は 42 社、蔚山 38 社、大邱 29 社、売上で
も 37 兆ウオンで釜山 21 兆ウオン、大邱 10 兆ウオン、光州 7 兆ウオンを凌駕しでいる。昌原市
－ 110 － 
は 3 大経済区域を中心として、特化した産業を創造し昌原市広域市に向けた基盤を構築してい
る。昌原市の産業の現況は産業団地規模 20 か所 46.787．000 平方メートル、企業数 4160、労
働者数 118.135 人、生産額 47 兆ウオンとなっている。   
商工会議所の会員には、資本金 50 億ウオン以上の企業が正会員の参加資格とされているが、
現時点で昌原市を中心に現地に基盤を置き、昌原市商工会議所に参加して活動する企業は、製
造業の約 50％に当たる 2,000 社が加盟している。ちなみに昌原市商工会議所会員数は、1980 年
時点では 180 社であったが、2015 年には 2,573 社に増加している。資料によると企業数では蔚






















現在釜山市では創造力を十分に発揮する venture 企業の経営者の idea や作品の創造を積極的に
支援・育成しているとの説明があった。同市では産業の振興を積極的に推進するために、創造
力を発揮する venture 企業や、venture 企業経営者を積極的に育成する努力を積極的な行ってお






























て、サービス産業が 71.5％を占め製造業は 19.6％で、前者は全国平均より 11.6％高く、製造業
は全国平均より 10.7％低く、ソウルに次ぐ韓国第二の消費都市となっている。そして雇用率は
全国比 2～3％低く、20 代の大学生と女性人口の割合が全国平均より高く、雇用率が低いことは































3 月 16 日（木）午前福泉洞という古墳を訪れた後、釜山港に移動しフェリーに乗船、次の目
的地である対馬市に移動した。対馬では比田勝港に到着後、釜山までの直線距離が 45 キロで、


























中国、アメリカに次ぎ韓国が 3 位で 12.4％となっている。また輸入では中国、台湾に次いで 8％













キロと近い。対馬の人口動態は 1960 年の約 7 万人をピークに減少し、2015 年ではその数は約
3.3 万人と半減している。将来はさらに確実に減少すると考えられており、将来の人口推計で
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